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A ―122　走査電 顕j: ') ふn 食 餌 脂肪<n ラ､･/ト 血｡小 根 に良､臼 影 響

a 参-ir 火良 攻　 舒嶮 奉久　o  IS 申千 寿 ｝ 彩 涌岫 虎、 高IS  l 余a-

人村 十賀3-

目的　 動 恥 硬化 症 の発姐t  脂ず代議いい県く砥連 してぃる こいｴ 周知 のことr ’あ る。i  詐

m.小坂 ぼ血破裂 明 乱ヽよび血栓 影か こ± 蓼？ 作用 にr る･J  0ヽ に　 ｊ らに鼠 近ra 動 脈護 化の

あ 症機序 に も関与 する 二i. バ堤唱 さ乱 八 ヽる･   そこで 、 高脂 肪食授 与 。＼" 釦J 蔵ヽ わ他､に対 す

る作 用t.  血甕 脂噴 、肝 蔵脂質､; 瓦ぼ す影 響 を比較検 討 しf--。

方沢　 心 柚f-系達 ラット 目 指肪 とし て叉互油 、バ タ- 、 ラ ード ＆用 いrこ飼 料、 さら に こ

れにコレ ステロ- ルi. 加 七p ものkit 与 し,     多血小 板 血li 申 の血小板・ 形札 を走 査電 子践

慨 鏡 で観察 し、 。一彩り 透過 電ふ顕 微鏡 で も観 參L. r-。tr 岫 わv: ヌ 血徒 おヽよtA-肝臓・ 脂質

量km えu  fこ。

釘 粟　 走^'^ 顕 で･･a.    丈g- 油 、バ タ-   。対 照群 ぴ血小板 の形熊 変化､t'iﾉヽな<  , 個 々 の形

ぶ円蔵 形､こ迩 い もin iバII- られμ。 これ い-  コレA  テU   - んk. 添ia すると.   その量<ヽ;`夕いli

じt  形球 進み、膨隆 、偽 足形 成 八ヽ｜ 明 とな'). 漑 集'I 精友 も進行 し、iL 小疾､ こヽフ^  ル ム状`

に扁 平佃 しI-  も のやフィアリ ン糸､､順 現 レり ものも £られr-. バ タ-  食 の方・蛸t･ り｡ 変形

む 進心:≒ヽか。 ま;--, ラ ード"で も その量 、リ､ 、なi> ヒ同枝 に支払 しか。 透通 電額 でII. 走

査 電顕 で みら乳 に夕い い 変化t   i 7" 17 る像 八得 られ石 。

血就脂 噴if時､り 四 一食 でコレ ステU ぺ し投 与による影 響 お顕^  にゑ 幻れ 、総 コレ ステ

ロ ーレ 娃離 コレ ステa  -  、ﾚ、ド ノグ リセライド' ≪＼" if 加 し(
   -    
。肝で μ 大£-M 、 バ9  ーとi,

コレÅ？ ロ-   ･レ添 加に より、総 脂質 、総 ゴレ ステ0  - ､し、進駐 コレ ヌ､わa  －Iし、ト リ グリ

セ ライドμ 蹊%  r- 噌iinし, sf へ・ 哺育 の% 楕i。ぐみり し恥。

10月７日間 第４会場 午前8  :30～11 : 30

A－123　小悟 了ヽヽのカロ今ンカヽ iA への転換説iこ対 する顕 微組縞学的再検討

大阪樟 蔭女六　〇飯 寺三郎　伊藤和 子

樟蔭東女短大　 壷井輝 子

目的 －ルヘ。転換は主 として小腸で行なヽわれる

と.t れ ている． しか し これに対 して否定 説1: 発表 し てt  粒りぐ、今 回 はt らに再検討 しPz..

方法 （a ）: s  り ・ β-  カ ．乎ン（ﾒ､レク･  冶、成・結 晶）／m 蒸 留水 バ-fr ）：sm ・β －

カロ チン/mU､ リ オレイ ン鎔液 、C  c ）: 5  ㎎ ・しデ ナ ール（ｼｸ マ･  合成･ 結 晶）/,U 、リ

オし イン溶 液 バ ＆）: 5  ">8 ･ し乎 ノ- ル･ フ セテート（ir マ･  合成・結 晶） ／･≪!ト リオレ

イ ン溶 夜の諸液t.ｲ 乍成 ．さ らに使 用前 にふ 疲i-B% コ ー･し酸 水溶 疲t: 々Dl てホモゲ ナベズ

したふ液l 誠 乞それ ぞれ各 シa  永 ズミ昧 隻約4  5 、q  0  9）に管内 進X しTこ.   次 にま 入2  0

、6  0 分後 、 柔 匈起 ・腸間 膜・肝 ・胸 腺・肺 な どの組 織 、器 官中 の毛細 血管 およ びリ ンパ

管& ヽどにti 丁る春注入 庇､こ就 い７ 光顕 および･沓顕I- よる組 織 学的検討 １した ．

結 果 （1)    C a. 沖 ．A  －カロチ ン輯 粒 バ- ≪-)バc  yおよI/'（cL ）中 のそ れぞれ β－カロチ

ン、レチ ナール およ び`し千 ノ ール の油 滴 は光顕 巴螢顕 に.よ り識 別でき る．(2）(a  )注λ で

は上述（ﾌ）腸 管外毛細 血誉中・リ ーカロ 午ン覇 粒 ．集合A£のも（T）が 多数 みられ た.､バ、 し÷ ノ

ー1し様螢 光l? 殆 ど誌 められな むヽ ．n べ ↓ ）、c  c ）淮λ では柔曳起 およ び器 官 、組 戦中（7）毛

細') ンパ管 中で戈れ ぞれ;±X 前ﾋ. 同様C7) /fi一力a 令 ン、レ令 ナ つ レ（7）螢 光う由滴!､ぐみ られrこ

りぐしナ ノ-､ し螢 光 は認 められ なヽヵヽ ．化 ．（ ＆）進入で'it上記 組織,   器 官 のリンパ管中 でしヂ

ノ ーIし螢^ 油 浙 がみら れr乙．（3） 以 上 々ヽ ら-  胃内注 入約I  時 闇後 ぞは ∂~ カロ÷ ン穎粒 お

よ ひヽソ ー カD 率 ン、し-4--)-－、し心 由逡 庇､よ小胱 内 で殆 どし千 ノ-  1レI-転換 す5, t. と5- < 、

ﾀ主入前tl 瞰 司様 な状 態 で腸 管 外 の上記 毛細 血 管 および`り こ.パ 管中 でみられ ると考 えi  れる．




